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ビュッフェ例会
－会員懇談－

本日の例会

「内容を録音したデータが事務局にあります」

卓話をされる加藤丈夫様

次回の卓話（11月 4日）

「ロータリー財団の意義と役割。
そして補助金」

荒牧　和夫　様
席次のテーマ：会員年齢順 地区補助金副委員長／地区財団資金管理委員長

紹介者　大住省一会員

「漫画少年とトキワ荘の時代
～世界的なアニメブームのルーツを探る～」

加藤　丈夫　様東京ロータリークラブ

紹介者　渡辺新吉会員

会長報告

1．ラビンドラン RI 会長より、創立 25 周年を迎え

る当クラブへお祝いのメッセージをいただきま

したので、回覧いたします。

10月 21日　第 1155回例会報告

卓 話

幹事報告

1．こころの東京革命協会より、「親子の絆コンサー

ト」のご案内をいただきました。詳細はテーブ

ルに配布しましたパンフレットをご覧下さい。

参加するには申し込みが必要ですので、パンフ

レットのハガキをご利用ください。

2．ロータリーフェローズ東京　秋季例会（懇親会）

のご案内が届きました。

「秋季例会」とは、ロータリー財団奨学生のため

にロータリー財団学友が 2004 年から始めたイベ

ントです。ロータリー財団補助金奨学生たちと

の交流を深める場として開催されております。

　日時：2015 年 12 月 6 日（日） 14:00 ～ 16:30

　場所：国際基督教大学（ICU）

ロータリアンの参加も歓迎とのことです。詳細

はクラブ事務局へお問い合わせ下さい。

もう 1 件、「第８回全国ＲＹＬＡ研究会」をご案

内いたします。

　日時：2016 年 1 月 31 日（日）10:00 ～ 17:00

　場所：国立オリンピック記念青少年総合センター

ＲＹＬＡとは、14 才～ 18 才並びに 19 才～ 30 才

までの若い人の為のプログラムで地区内の若い

人々とロータリアンが参加する地区プロジェク

トです。

こちらは案内を回覧いたします。内容をご確認

いただき、参加の場合は、申込書に氏名と必要

事項をご記入下さい。

東京本郷ロータリークラブ週報



忘年家族会のご案内

　2015-2016 年度　忘年家族会につきましてご案内

申し上げます。今回の忘年家族会は、東京ディズニー

シー・ホテルミラコスタにて開催いたします。クラ

ブ管理運営委員会は、ご参加の皆様お一人お一人に

楽しい時間をお過ごしいただき、思い出に残るよう

な東京本郷ロータリークラブならではの心温まる忘

年家族会にすべく鋭意準備をすすめているところで

ございます。多数のご参加をお待ち申し上げており

ます。

ニコニコＢＯＸ	 37,000円

累　　計	 472,359円

出 席

会員数：51名　欠席出席免除者：4名　出席数：35名

欠席数：12名　出席率：74.47％

10月 7日修正後出席率：86.96％

クラブゲスト：加藤丈夫様（卓話講師）

真鍋　耀様（NPO 法人 Curiosity）

諸岡裕美子様（NPO 法人 Curiosity）

ニコニコＢＯＸ

＊加藤丈夫様（卓話講師・東京 RC）

本日の卓話者　加藤様より、卓話御車代をニコニ

コへといただきました。ありがとうございました。

＊近藤博隆会員

妻の誕生日を祝福していただき、ありがとうござ

います。おかげ様で「僕は幸せ !!」

＊柴山修一会員

本間さん、大変お世話になります。ありがとうご

ざいました。

＊加藤利雄会員

今月は、米山月間です。寄附が昨年に比べて少な

いので、皆さん協力しましょう。

＊鈴木嘉男会員

結婚記念日をお祝いいただき、ありがとうござい

ます。お陰様で二人とも元気で 50 周年を迎える

ことが出来ました。

＊清水卓治会員

妻の誕生祝のお花ありがとうございました。

＊新里時夫会員

新しいニコニコ情報用紙、良いですね。

＊川口勝彦会員

来週、例会をお休みします。

3．メールボックスに忘年家族会のご案内を配布い

たしました。

今回はディズニーシー ･ ホテルミラコスタでの

開催となります。ご家族をお誘いいただき、多

くのご参加をお待ちしています。

ロータリーフェローズ東京　秋季例会
（懇親会）のご案内

下記の通り、ロータリーフェローズ東京 秋季例

会が開催されます。例年この交流会は、ロータリー

財団学友、ロータリー財団補助金奨学生、ロータリー

平和フェローの交流を深める場として開催されてお

ります。

ロータリー財団学友、ロータリー平和フェロー、

米山奨学生、ローターアクターとの交流の場となる

と思います。参加ご希望の方は、クラブ事務局へご

連絡下さい。　　　　

記

日　時：2015 年 12 月 6 日（日）　14:00 ～ 16:30

　　　　（14:00 ～挨拶 14:20 ～乾杯 16:30 閉会）

会　場：国際基督教大学（ICU）

東ヶ崎潔記念ダイアログハウス

（〒 181-0015 東京都三鷹市大沢 3-10-2

TEL0422-33-3131）

以上

※秋季例会は、例会や講演会やセミナーではありま

せん。今年の内容は不明ですが、小規模での楽し

いパーティーだと認識していただければ幸いです。

記

◎日　時 2015 年 12 月 16 日（水）　　

 受付開始 17：00（会場 17：30）

 例　　会 18:00 ～ 18:20

 忘年家族会 18:30 ～ 21:10

◎会　場 ディズニーシー・ホテルミラコスタ

 　「パラディーゾ」　

◎会　費 会　員 20,000 円

 　　　　　（ご欠席の会員含め全員）　

　　

 中学生以上 10,000 円

 小学生 5,000 円

 幼児（食事必要） 2,000 円

 幼児（食事必要無し） 0 円

※小学生の方でも、ご希望があれば、大人と同じ食

事をご提供可能です。その場合の会費は、中学生

以上（10,000 円）となります。

以上

「孤独と無為について」

近藤博隆会員

わが国の老人問題は４つの苦に対策を講ずべきと、と

らえている。

それは、貧苦、病苦、無為苦、そして孤独苦である。

しかも、その中の病苦はとりもなおさず他の苦を伴うも

ので、最大の問題である。



しかし、主題は老人に限らず、どの年齢層にも非健常

者におそってくる。この際とくに、身体障害者に思いを

寄せて考えてみたい。

これ等、非健常者はなんで自分に限って、このよう

な障害者になってしまったのかという、運命の巡り合わ

せに対する怒り、不満でやりきれない毎日だと推察する。

健常者はその苦しい立場にある方の苦しみを代わってあ

げられないが、気持ちの上では気の毒にと、同情して

いる筈である。しかし、その人に向かっては頑張れとか、

努力していれば、だんだん良くなるとしか言いようがな

いのかも知れない。

しかし、非健常者はどう受け取るであろうか。お見舞

い有り難うと受け取る方は少ないのではないだろか。更

に見舞いの側の方が、もっと重障害の方もいることと比

べれば、まだいい方とでも言ったら、非健常者は肚が立っ

てくるのではないだろうか。

この非健常という現実はご本人にとっては、他との相

対的なものでいやされるものではなく、どんな方でも自

分こそもっとも不幸なものだと思っていると思いやった

方がよいのではないだろうか。ご当人は、あの時こうし

ていればとか、元気のときには良かったなあ！更には先

天的障害の方は、この世に生まれてこなかったらなあ！

とか、自分の原点と比べて現状を惨めに思い続けている

のではないかと私は想像する。こういう思いが、ご当人

を孤独に追い込んでいると私は考える。

過去との対比ではなく、今と、今から将来について、

この孤独パターンを脱却させてあげたいものである。今、

自分に何が出来るのか。

今出来なくてもリハビリによって、こんな事ができる

ようになるんだという希望を持てるようになればいい筈

である。

この希望をもてるようになるためにはどうしたら良い

のだろうか。希望は活動する中から生まれてくるが、孤

独パターンに入ってしまうと何もやる気が起こらない、

無為になっているのである。何かやったらと、この際も

傍の方が親身になって助言しても、そのストレスが考え

こむもとになり、孤独を強めることもある。

そこで、私が気がついたのが、同じ障害をもつ友、仲

間をもつこと。それは同病相はげむリハビリテーション

であり、そこにおいて人間の持っている競争心を育てる

ことだと思う。健常者でも、競争は力の伯仲してこそ、

その成果が期待されるのと同様に、同病者グループとグ

ループアドバイザーの協力があれば、リハビリ成果につ

いての競いが生活の努力目標として、お互いにはっきり

してくるのだと思う。そうして孤独で、自分の元気な健

常時と今との比較でなく、同病の仲間とのリハビリ競い

の比較において、自分への納得が求められるようになれ

ば、当初の孤独パターンから脱して、日常生活としての

活動もあり、伴う無為も消えてくるのではないだろうか。

このような思いは失語者の方々がグループをつくり、

ご本人、家族、医療関係者の協力も得て、努力しておら

れることを身近に知り、つくづく思い知らされた事であ

る。

以上

「ロータリーとシェルターボックスが
シリア難民を支援」

ロータリー・ニュース：2015年 10月 5日

2011 年から内戦が続くシリアでは、毎日 6,000 人

以上が国外に逃れています。9月現在で登録された

難民数は 410 万人以上に上り、760 万人以上が国内

で避難生活を強いられています。現在の世界の難民

数は「過去最悪」であると、国連は報告しています。

「シリア難民の苦境により、今、世界の”思いやり”

が試されている」と話すのは、国際ロータリーのジョ

ン・ヒューコ事務総長です。「世界中のロータリー

会員は、シリアや世界各地での難民問題に深く心を

痛めています。私たちは、避難を強いられた人びと

の苦しみと不安を和らげるために、行動を起こすよ

う会員に呼びかけています。ロータリー会員は、職

業スキルと知識、そして各地域リーダーとの人脈を

駆使して、地元の人びとを結集させ、この人道的危

機に取り組むことができます」

支援の一つの方法として、ロータリーのパート

ナーである非営利団体、シェルターボックスによる

災害救援活動への寄付も行われています。シェル

ターボックスはこれまで 4年近くにわたり、国連難

民高等弁務官事務所と協力してシリア難民に救援物

資を提供してきました。また、欧州へと移動する際

にギリシャとトルコを通過する難民のために、仮設

住居と生活物資の提供も行っています。多くのシリ

ア難民が、命の危険を冒して海を渡り、ギリシャへ

とやってきます。

大勢の難民が押し寄せるギリシャのレスボス島で

は、たどり着く難民の数が一日 2,000 人に上ること

もあります。「小さなゴムボートにあふれるほど大

勢の人が乗ってやってきます。しかもそのほとんど

は泳げないのです」と語るのは、最近ギリシャか

ら戻ったシェルターボックス救援チームのメンバー、

レイチェル・ハービーさんです。「さぞ恐ろしい経

験に違いありません。しかも、この人たちは既に内

戦での心の傷を抱えた人たちなのです」

ヒューコ事務総長はこう語ります。「何百万とい

う難民の支援に力を注いでいるロータリークラブと

会員の皆さまに心から感謝しています。難民生活を

強いられたすべての方々には、深い同情を感じてい

ます」


